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2017 年 6 月 7 日 
株式会社 日立ハイテクノロジーズ 

 
3 種類の検査機能を集約した日立自動分析装置「3500」を発売 

－臨床検査業務の効率化・迅速化に貢献－ 
 
株式会社日立ハイテクノロジーズ（執行役社長：宮﨑 正啓／以下、日立ハイテク）は、このた

び日立自動分析装置「3500」を開発し、6 月 7 日より日本国内にて発売します。 
本製品は、新たなコンセプトの臨床化学自動分析装置として開発した製品で、従来の臨床化学

自動分析装置（以下、従来装置）と同サイズながら、生化学的検査*1・高感度免疫化学検査*2・血

液凝固検査*3の 3 種類の臨床検査を 1 台で行い、検査の迅速化と臨床検査業務の効率化を実現し

ます。 
 
現在日本の医療機関では、医療技術の発展とともに疾病の早期発見・早期治療への取り組みが

加速しています。それに伴い臨床検査の重要性も高まり、さまざまな項目の検査について迅速な

結果報告・精確なデータが求められるなど、臨床検査業務の効率化へのニーズが拡大しています。

しかし、従来の臨床検査は、生化学的検査・免疫化学検査・血液凝固検査を検査項目ごとに異な

る分析装置で行う必要があったため、各分析装置の運用・管理や装置の設置スペースの確保など

が課題となっていました。 
 
このたび発売する「3500」は、従来装置のプラットフォームをベースに各ユニットの配置、動

作の工夫などを行うことで、従来装置と同サイズでありながら、1 台で生化学的検査・免疫化学

検査・血液凝固検査の 3 種類の同時検査への対応を可能にしました。 
「3500」は、1993 年の発売以来現在まで、全世界で 5,000 台以上の出荷実績を持つ従来装置

の性能を引き継ぎ、信頼性のある高精度分析と高い実行処理能力（比色測定*4最大 800 テスト／

時）を備えています。また生化学的検査において、最小反応液量を従来機種比で約 20％削減を実

現することで、少ない検体量での臨床検査により患者様の負担を軽減するとともに、試薬量の少

量化によるランニングコスト低減を可能にしています。加えて、操作画面のソフトウェアを一新

することで、臨床検査の運用や結果の管理を容易にし、臨床検査業務の効率化に貢献します。 
さらに「3500」には、日立ハイテクが初めて自社開発した血液凝固検査機能を搭載しています。

体外診断市場のうち日立ハイテクが事業を展開する生化学・免疫検査市場に加え、市場の伸びが

期待される血液凝固検査市場においても製品を投入することにより事業を拡大していきます。 
 
日立ハイテクは、2017 年 6 月 17 日（土）、6 月 18 日（日）に、幕張メッセ国際会議場･国際展

示場（千葉県千葉市）で開催される「第 66 回日本医学検査学会」にて、本機の実機展示を行う予

定です。 
 
日立ハイテクは、バイオ・メディカル事業において、全ての体外診断市場におけるグローバル

プレーヤーになるという中期経営戦略のもと、今後も製品の開発・拡販を進め人々の健康に貢献

してまいります。また、ハイテク･ソリューション事業におけるグローバルトップをめざすととも

に、最先端・最前線の事業創造企業としてお客様視点に立ち、顧客および市場のニーズにスピー

ディーに対応してまいります。 
 

*1 生化学的検査：血液や尿中に含まれている成分を測定することで、身体の健康状態を把握する検査。肝機能

検査、脂質検査、腎機能検査などさまざまな検査項目がある。 
*2 高感度免疫化学検査：生化学的検査項目測定と同様、血液や尿中に含まれているより微量な成分を測定して病

気の診断などを行う検査。検査項目として、心不全診断時の検査項目となる BNP（脳性ナトリウム利尿ペプチド）

がある。 
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*3 血液凝固検査：血液が血管内で正しく流れるために、出血した際に正しく止血できるか、血管内で血栓が生成され血流

を悪化させることがないか等を把握する検査。 
*4 比色測定：血液や尿などの検体（サンプル）中の各種の成分を化学的な手法によって定量分析を行う検査を臨

床化学検査と呼ぶ。これらの検査では、種々の成分が共存する検体に含まれる測定対象成分を、検査試薬と自

動分析装置を用いて特異的に測定する。比色測定とはその化学的な反応による生成物を色素、濁りなどで測定

し、測定対象成分を定量する分析法をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【製品の特長】 

1. 従来検査項目ごとの分析装置で行われていた生化学的検査、高感度免疫化学検査、血液凝固検査

を 1 台に集約 
2. 生化学的検査項目の最小反応液量を約 20%減量（当社従来機種比） 
3. 操作部を分析装置本体にビルトインすることで省スペース化を実現 
4. 制御ソフトウェア、操作部ソフトウェアを一新し、操作性を向上 

 
【主な仕様】 

方式 ディスクリート方式多項目同時分析装置 

処理能力 吸光度項目:最大 800 テスト/時、光散乱項目:最大 800 テスト/時、電解質:最大 600 テスト時、

HbA1c:最大 200 テスト/時、凝固時間項目:最大 150 テスト/時 

分析項目数 最大 134 項目 

反応時間 吸光度項目:3～10 分、光散乱項目:4～10 分、凝固時間項目:最大 5 分 

測光方式 吸光度項目：多波長光度計による 2 波長測光または 1 波長測光、光散乱項目/凝固時間項目：

700nmLED 光源による 1 波長測光 

寸法 1,960（幅）×820（奥行き）×1,240（高さ）mm（高さはトップカバーを含む） 

重量 約 500kg（操作部を含む） 

 
◆製品ウェブサイト 
http://www.hitachi-hightech.com/jp/product_detail/?pn=med-3500 
 
※日立自動分析装置「3500」は、国際標準規格 IEC62430（国際電気標準会議規格）に準拠した

環境配慮設計（エコデザイン）を導入し、製品が環境に与える環境負荷を低減した製品です。 
 
 

日立自動分析装置「3500」 

■報道機関お問い合わせ先 
CSR本部 
CSR・コーポレートコミュニケーション部 

 担当：佐野、武内 TEL：03-3504-3933 

■お問い合わせ先 
 科学・医用システム事業統括本部  
医用システム営業本部 マーケティング部 

 担当：大井川、伊藤、白石 TEL：03-3504-5050 
 

http://www.hitachi-hightech.com/jp/product_detail/?pn=med-3500

